
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平成２７年６月１３日（土） 開場１２時３０分 開演１３時～１６時３０分 
都立多摩総合医療センター講堂（旧府中病院）   定員２５０名 参加費無料 

ＪＲ西国分寺駅 徒歩１５分    
京王バス 西国分寺駅発「総合医療センター行き」乗車５分 

基調講演 「見える障害、見えない障害」 

● 綾屋 紗月氏 Satsuki Ayaya 

幼い頃から「明らかに人と交われる気がしない。一線を感じる自分はいったい何者なのか」と 

途方に暮れ続ける。2006 年、アスペルガー症候群（自閉症スペクトラム障害）の診断を受ける。現在、東京大学先端科学技

術研究センター特任研究員。「当事者研究」を行っている。“発達障害当事者による発達障害当事者のためのフリースペース”

「Alternative Space Necco」にて、2011 年より定期的な当事者研究会を開催中。 

● 熊谷 晋一郎氏 Shinichiro Kumagaya  

小児科医。山口県新南陽市生まれ。新生児仮死の後遺症で脳性麻痺になり、車椅子から離れられない生活を送っている。小

中高と普通学校で統合教育を経験した。山口県立徳山高等学校を経て東京大学医学部卒業後、病院勤務等を経て、現在は

東京大学先端科学技術研究センター准教授。2010 年、『リハビリの夜』（医学書院）で第 9 回新潮ドキュメント賞受賞。 

 

シンポジウム「変わるのはどっちだ？」～当事者と支援者～ 
【シンポジスト】  

専門職と当時者はパートナー関係を結び対等な関係を持つことが主流になってきています。専門職と当事者、双方の率直な

想いを語っていただき、対等な立場で治療や支援を行うために必要な関わりの視点を探ります。 

 

 シンポジウムのお問合わせ 

一般社団法人 地域ネットワーク多摩（ちたま） 

         事務局 寺田・上野・田中 

 

NPO 法人 多摩在宅支援センター円 

電話：０４２－５４８－３５６２ 

Fax：０４２－５４０－６５５２ 

第５回 ちたま精神保健医療福祉フォーラム 

“ほっ”とできる生活をこの街で 

～地域で共に生きる～ 
主催：一般社団法人 地域ネットワーク多摩（ちたま） 

後援：ＮＰＯ法人 地域精神保健福祉機構 


